
5

2008年 2月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ419号

ご愛読者の皆様へ：SJに対するご意見・ご感想をお寄せください！
SJ編集部では今後の紙面づくりの参考にさせていただくため、日頃よりご愛読いただいている読者のみなさまのご意見・
ご感想をお待ちしております。SJへのご意見・ご感想は下記のメールアドレスへ。
sj-mail@ast-creative.co.jp ※弊紙に対する個別のご質問には回答できかねる場合がございます。あらかじめご了承ください。

※調査協力等のためにご連絡をさせていただく場合があります。

VOICE
読者の声

OPINION
私はこう考える

救
急
医
療
と
外※
１

傷
診
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
あ
る
益
子
さ
ん
は
、「
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
を
減
ら
す
に
は
、
ク
ル
マ
・
道
路
・
人

に
医
療
を
加
え
た
『
４
本
柱
』
で
取
り
組
む

べ
き
」
が
持
論
で
あ
る
。「
交
通
事
故
で
怪
我

を
し
た
人
は
最
善
の
医
療
を
受
け
て
い
る
は

ず
、
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
の

救
急
医
療
の
現
場
に
も
ま
だ
ま
だ
問
題
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
、
助

か
る
命
も
助
か
り
ま
せ
ん
」。

実
際
に
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の
か
。
益
子

さ
ん
の
勤
務
地
で
あ
る
千
葉
県
で
は
、
有
識

者
や
関
係
機
関
等
で
構
成
す
る
「
千
葉
県
交

通
事
故
調
査
委
員
会
」
を
組
織
し
、
警
察
や

消
防
、
医
療
機
関
と
が
共
同
で
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
平
成
16
年
に
千
葉
県

内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
死
３
３
２
例
（
24

時
間
内
死
亡
）
に
つ
い
て
交
通
事
故
死
事
例

調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
１
１
９
番
通
報

か
ら
病
院
到
着
ま
で
に
30
分
以
上
か
か
っ
た

例
は
49
％
も
あ
る
と
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
現

場
で
の
予
測
生
存
率
が
50
％
以
上
の
傷
病
者

を
、
①
病
院
到
着
時
も
予
測
生
存
率
が
50
％

以
上
だ
っ
た
群
と
、
②
到
着
時
に
は
50
％
未

満
と
な
っ
た
群
で
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
病
院

到
着
ま
で
の
平
均
時
間
が
①
は
30
分
、
②
は

43
分
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
30
分
で
到
着
で
き

れ
ば
、
50
％
以
上
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う

デ
ー
タ
が
出
た
の
で
あ
る
。

「
救
命
の
鍵
は
、
怪
我
を
し
て
か
ら
１
時
間

以
内
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ワ
ー
に
手
術
な
ど
の

根
本
的
処
置
を
開
始
で
き
る
か
否
か
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
手
術
前
に
は
検
査
や
処
置
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
30
分
以
内
の
病
院
到
着

が
必
須
。
約
半
数
が
30
分
以
上
と
い
う
結
果

は
、
た
い
へ
ん
な
問
題
で
す
」。

平
成
17
年
に
は
、「
防
ぎ
得
た
外
傷
死
亡

（
以
下
Ｐ※

２

Ｔ
Ｄ
）」
に
関
す
る
調
査
検
討
を
行

っ
て
い
る
。
３
３
２
例
中
、
救
急
隊
が
現
場

到
着
し
た
時
に
生
命
徴
候
を
示
し
た
96
例

（
80
歳
未
満
）
に
つ
い
て
ミ
ク
ロ
調
査
を
実

施
。
調
査
担
当
者
が
受
け
入
れ
先
病
院
を
訪

問
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
外
傷
診
療

の
専
門
家
に
よ
る
第
三
者
評
価
を
受
け
た
。

そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｔ
Ｄ
の
可

能
性
あ
り
29
例
、
Ｐ
Ｔ
Ｄ
19

例
と
評
価
さ
れ
た
。
こ
れ
は

交
通
事
故
死
亡
３
３
２
例

の
14
・
５
％
で
、
少
な
く
と

も
７
人
に
１
人
は
救
え
た
可

能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
要
因
の
分
析
で
は
、

診
断
・
治
療
の
遅
れ
な
ど
の

問
題
点
が
細
か
く
指
摘
さ
れ

た
。千

葉
県
で
は
さ
ら
に
調
査

を
進
め
る
と
と
も
に
、
具
体

的
な
改
善
を
検
討
す
る
た
め

の
委
員
会
の
設
置
も
準
備
し

て
い
る
と
い
う
。
Ｐ
Ｔ
Ｄ
を

減
ら
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
あ
る
。「the

right
patient,in

the
right

tim
e,to

the

right
place

」
―
　
救
急
隊
が
現
場
で
負
傷

者
の
怪
我
が
重
篤
な
の
か
中
・
軽
度
な
の
か

を
見
抜
き
、
適
切
な
時
間
内
に
、
し
か
る
べ

き
専
門
医
の
治
療
が
受
け
ら
れ
る
病
院
に
運

ぶ
こ
と
で
あ
る
。
平
成
14
年
の
厚
生
労
働
科

学
研
究
で
「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
さ

れ
死
亡
し
た
症
例
の
約
４
割
弱
は
Ｐ
Ｔ
Ｄ
の

可
能
性
」
と
発
表
し
て
か
ら
、
日
本
の
外
傷

医
療
体
制
は
急
速
に
整
備
が
進
ん
だ
と
益
子

さ
ん
は
説
明
す
る
。

ま
ず
、
１
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
て
は
、

救
急
隊
員
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
の
「
外

傷
病
院
前
救
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
（JP
T
E
C

）」

が
始
ま
っ
て
い
る
。
２
つ
め
の
搬
送
時
間
の

短
縮
に
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
が
進
む
。

平
成
19
年
に
は
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
法
案
」
が

国
会
で
可
決
さ
れ
、
全
国
配
備
の
推
進
も
決

ま
っ
た
。

３
つ
め
は
「
し
か
る
べ
き
医
療
機
関
の
整

備
」
だ
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
と
い
え
る
。
高
次
医
療
を
行
う
機
関
と
し

て
「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」
が
指
定
さ
れ
て

い
る
が
、「
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
あ
ら
ゆ
る

救
急
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
て
、
必
ず
し
も

交
通
事
故
の
外
傷
治
療
が
得
意
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
重
篤
な
外
傷
患
者
に
も
即
座

に
対
応
で
き
る
医
師
と
設
備
が
整
う
『
外
傷

セ
ン
タ
ー
』
を
整
備
す
る
べ
き
」
と
、
益
子

さ
ん
は
呼
び
か
け
る
。
さ
ら
に
「
外
傷
登
録

デ
ー
タ
」
と
（
財
）
交
通
事
故
総
合
分
析
セ

ン
タ
ー
の
交
通
事
故
デ
ー
タ
を
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
た
「
人
体
傷
害
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構

築
も
進
め
て
い
き
た
い
と
語
る
。

益
子
さ
ん
は
、「
ま
ず
は
千
葉
県
を
モ
デ
ル

に
、
各
地
域
に
お
い
て
警
察
・
消
防
・
医
療
機

関
が
協
力
し
、
事
故
発
生
か
ら
診
断
・
治
療

ま
で
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
ほ
し
い
」
と
提

案
す
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｄ
の
要
因
分
析
を
バ
ッ
シ
ン
グ

の
材
料
に
す
る
の
で
は
な
く
、「
少
し
で
も
い

い
体
制
に
す
る
た
め
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
約
束
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
」。

益子邦洋 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター長・日本医科大学救急医学科教授

警
察
・
消
防
・
医
療
機
関
が

共
同
で
事
故
デ
ー
タ
を
検
証

外
傷
に
特
化
し
た

医
療
機
関
の

整
備
が
望
ま
れ
る

1948年、茨城県出身。1973年、日本医科大学卒業。以後、同大学・同大学付属病院にて救急医学、外傷外科学、救急医療体制などについて専門に研究。
1999年より千葉北総病院救命救急センター長。2004年より日本医科大学救急医学科教授。ドクターヘリの普及にも力を尽くす。日本版CIREN（米・国家高速道路交通安全部局が管理する
自動車事故と人身傷害の調査プログラム）の構築も提案。

★今月号のVOICEは、「DOCUMENT EYE ファイルボックス 」をご活用いただいている学校の先生の声をうかがいました。

※
１
　
外
傷
＝
機
械
的
外
力
に
よ
り
身
体
の
形
態
的
、

機
械
的
な
障
害
を
受
け
る
こ
と
。
交
通
事
故
や
ス

ポ
ー
ツ
中
の
事
故
、
歩
行
中
の
転
倒
、
刺
傷
な
ど

外
因
性
の
怪
我
を
医
学
的
に
外
傷
と
呼
ぶ

※
２
　
P
T
D
＝P

re
ve
n
ta
b
le
T
ra
u
m
a
D
e
a
th

防
ぎ
得
た
外
傷
死
亡

交通参加者に安全啓発を
行っていらっしゃる指導者
の方々が、実際の現場で教
材として活用できるよう、
本紙連載中の「DOCUMENT
EYE」（※６面参照）の17
の事例を取り上げ、よりわ
かりやすくまとめた冊子で
す。現実の交通場面を知り、

事故を未然に防ぐためのアドバイスが出来るように
さまざまなデータを加えました。ドライバーやライ
ダー、自転車利用者、歩行者の交通行動の特徴が掲
載されています。
本紙2007年11月号でご紹介したところ、たくさ
んの方からご応募いただきました。ありがとうござ
いました。ご好評につき、再度無料でお分けいたし
ます。
ご希望の方は、郵便番号、住所、氏名、電話番号、
使用用途もしくはＳJへの感想を明記の上、下記の
FAXまたはメールアドレスにお申し込みください。
＜お申し込み先＞
（株）アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
FAX：03-3405-1310
e-mail：sj-mail@ast-creative.co.jp
ご不明な点はTEL：03-3405-1191までお問い合
わせください。

※「DOCUMENT EYE ファイルボックス 」は、下記ホ
ームページアドレスからPDFファイルにて全ページ
ご覧いただけます。
http://www.honda.co.jp/
safetyinfo/documenteye/

「DOCUMENT EYE 
ファイルボックス　」

ご希望の方に無料でお分けします
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5 本
校
で
は
、
毎
年
４
月
に
地
元
の
警
察
署
の
講
師
を
招

聘
し
、
本
校
の
体
育
館
で
交
通
安
全
講
話
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
講
話
の
後
に
全
校
生
徒
を
前
庭
に
集
め

校
庭
に
設
置
し
て
あ
る
ホ
ー
ル
へ
、
各
ク
ラ
ス
の
交
通
安

全
委
員
が
生
徒
会
長
の
「
交
通
安
全
宣
言
」
を
読
み
上
げ

て
か
ら
、「
交
通
安
全
旗
」
を
掲
揚
し
、
事
故
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
を
誓
い
合
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
、
各
担
任
か
ら
適
宜
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
、
自
転
車
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

な
ど
取
り
上
げ
る
内
容
は
様
々
で
す
。
特
に
、
高
校
生
の

自
転
車
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
二
人
乗

り
や
無
灯
火
、
歩
道
で
の
並
列
走
行
、
携
帯
電
話
を
使
用

し
な
が
ら
の
走
行
の
危
険
性
な
ど
を
「
資
料
や
自
分
の
体

験
談
な
ど
」
を
通
じ
て
、
強
調
し
訴
え
て
お
り
ま
す
。
交

通
安
全
の
話
題
を
出
す
と
、
生
徒
が
実
際
に
ヒ
ヤ
リ
と
し

た
経
験
な
ど
を
口
に
し
ま
す
。
生
徒
の
生
の
声
か
ら
、

生
徒
に
と
っ
て
も
交
通
安
全
は
身
近
な
問
題

丸
山
健
一
さ
ん
（
北
海
道
）
北
海
道
戸
井
高
等
学
校
　
教
諭

上
嶋
恵
美
さ
ん
・
小
林
祐
貴
さ
ん
（
三
重
県
）
セ
ン
ト
ヨ
ゼ
フ
女
子
学
園
高
等
学
校
中
学
校
　
教
諭

生
徒
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
今
年
度
は
、
教
師
、

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
中
心
と
な
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
師
主
体
の
活
動
は
、
主
に
３
つ
。
１
つ
は
、
日
常
的

な
交
通
安
全
指
導
で
す
。
重
要
な
情
報
は
学
校
で
共
有
し

全
体
指
導
、
事
故
報
告
が
あ
っ
た
生
徒
や
通
学
マ
ナ
ー
が

気
に
な
る
生
徒
に
は
個
別
指
導
と
、
内
容
に
合
わ
せ
て
指

導
を
行
い
ま
す
。
２
つ
目
は
、
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の

時
間
を
活
用
し
た
交
通
安
全
指
導
で
、
毎
年
４
月
に
行
い

ま
す
。
主
に
通
学
時
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
指
導
が
中
心

で
す
。
３
つ
目
は
、
教
師
に
よ
る
街
頭
指
導
。
毎
月
10
回

程
度
、
各
教
師
が
持
ち
回
り
で
朝
・
夕
の
生
徒
の
通
学
状

況
を
観
察
し
指
導
し
て
い
ま
す
。
指
導
の
際
に
は
、
相
手

の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
や
命
の
大
切
さ
な
ど
を
伝

え
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
心
に
響
い
て
、
行
動
の
改
善
に

教
師
・
生
徒
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
と
な
っ
て

交
通
事
故
の
防
止
を
呼
び
か
け
る

「
ど
ん
な
危
険
が
あ
る
の
か
」、「
何
が
い
け
な
い
の
か
？
」、

「
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
」
な
ど
、
生
徒
自
身
が
考
え

る
交
通
安
全
教
育
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

学
校
周
辺
の
地
域
で
は
、
ク
ル
マ
が
生
活
に
密
接
に
結

び
つ
い
て
お
り
、
卒
業
後
に
は
運
転
を
始
め
る
生
徒
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
運
転
に
つ
い
て
も
自
分
の

身
近
な
問
題
と
捉
え
て
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
が

卒
業
後
に
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
社
会
人
と
し
て
責
任
あ

る
態
度
が
と
れ
る
よ
う
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
点
で
感
じ

た
こ
と
ま
で
生
徒
に
伝
え
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｊ
紙
や
「D

O
C
U
M
E
N
T
E
Y
E

フ
ァ
イ
ル
ボ
ッ
ク

ス
　
」
の
情
報
は
、
交
通
安
全
指
導
の
際
に
参
考
に
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
、
ホ
ン
ダ
の
長
年
の
交
通
安
全
に
お

け
る
実
績
を
活
か
し
て
、
安
全
を
重
視
し
た
人
に
優
し
い

ク
ル
マ
の
研
究
・
開
発
や
、
積
極
的
な
交
通
安
全
の
情
報

提
供
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
安
全
委
員
会
の
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
、
７

月
と
12
月
の
長
期
休
業
前
に
全
校
生
徒
に
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
る
活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
標
識
な
ど
の
ク
イ
ズ

や
、
事
故
の
危
険
性
や
マ
ナ
ー
向
上
を
訴
え
る
ビ
デ
オ
を

制
作
し
上
映
し
ま
し
た
。
生
徒
が
主
体
と
な
っ
た
活
動
は
、

教
師
の
指
導
と
は
違
っ
た
良
さ
が
あ
り
、
意
識
面
で
の
向

上
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

本
校
で
は
自
転
車
や
歩
行
者
の
指
導
が
中
心
で
す
。
そ

の
た
め
、自
転
車
の
走
行
状
況
が
掲
載
さ
れ
た「DOCUMENT

EYE

フ
ァ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
　
」
を
希
望
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
実
際
の
指
導
に
活
か
せ
る
情
報
や
具
体
例
を
さ
ら

に
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
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